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Clear(弱)ボタン

• Clear(弱)ボタンをクリックするとPatientID～StudyDescriptionまでをクリアします

• 各タグは0バイトのデータになります。

• StudyInstanceUID, SeriesInstanceUIDはクリアしません



Reloadボタン

• ReloadボタンをクリックするとPatientID～StudyDescriptionまでを元に戻します



OutputViewer画面

• Clear(弱)された状態でMaskingを行いDICOMを作成すると、

該当タグがクリアされていることが確認できます



Clear(強)ボタン

• Clear(強)ボタンをクリックするとDICOM規格書 PS3.15 Section E
（https://dicom.nema.org/medical/dicom/current/output/html/part15.html#sect_E.1）に基づいて、患者情
報・検査情報などが全て消去されます。プライベートタグや医師名、施設名も削除され、さらにUIDも変更され
ます。

• 画面上の入力領域は変更不可になります。



Clear(強)による出力DICOMタグ
相当数のタグが削除、

サイズ０に変更され、

SOP Instance UIDなど
も変更されています。



まとめ

• DICOMファイルの個人情報保護についての安全性順位

1. DICOMではなく静止画像を使う(Jpeg, MP4) 個人情報なし（画像上から個人情報を削除した場合は不可能）

2. Clear(強)でマスク 個人を特定し得る日付・検査・施設情報を隠ぺい（患者特定はほぼ不可能）

3. Clear(弱)でマスク 基本的な患者情報のみ隠ぺい（他の情報がなければ患者特定は困難）

4. 患者名だけ隠す 患者特定が可能な場合が多い

• 用途によって出力方法を変えることが望まれます

• 例えば上記1,2のデータを他院に転院する場合に渡すと、受け入れ病院側で画像データが本当に本人のものか確認できません。

• CDラベルに個人名や施設情報を印刷してしまうと、CDそのものを紛失した場合、個人情報を保護できません。
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以上です。ありがとうございました。

最終ページです


	



